
405　　深い焦点深度を有する光学顕微鏡の開発.
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Development of Optical Microscope with a Depth of Focus Modified.
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2 . 表面の観察装置
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く4I各簡所の取り込んだL由健を合成し.

一 度に表示すること により表

面全体に仇点を合わせた画絶桝jl られる.

4 . 概寮の括果

今回の横井では. 曲率をも つ金属表面の敏蘇を行 っ た その東面

は
,
サ ンドペ ー パ ー

で ポリ シ ングしたもの である .

図2 には. 濁音の光学3LL微捷の観察地を示す. 囲の 左側に焦点か

あっ て い る ことか分かる . 地点深度か挽いために. それ以外の所で

は健かぼやけて しま っ て い る.

囲3 に は. 図2 と同じ場所を前項で鋭明した手職に従っ て観楽した

ものを示す. 全体的に焦点かあ っ て いる ことか分かる . した が っ

て. jA 常の光学顕祷鋳であっ ても. 画像処理を利用することにより

揮い他点在度を与えることか可能である.

さ らに. 対物レ ンズの倍率を上げて, 園2
,
3 と同じ場所i

.

戦察し

た. 図4 はその原画放であり, 図5 は画他処理したもの である, 園5 と

困3 を比 べ ると因5 の 方が触点の合わない箇所が多少噂加して いるこ

とかわかる. なぉ, 園23 の 壷面の高低差は約30L m , 園45 の 表面の

高低B tま約恥 m であ っ た.
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5 . 穂首

川 画像処理を用いる ことに より, 普通の光学顕微鏡でも軌 胤卓探

度を有することができた-

く2J 反射率が讃し壌面あるいは, 反射率が低い表面では. 正確な コ ン

トラ ストを求める事がで きず, 良点の 合う位置が分からない場合か

ある .

く31i苦率を高くしたと引こ. 焦点の合わない箇所が増加する原因とし

て次の事柄か挙げられる . 第
一

に空間分解能か高くなればなるほと

観察する画像の明るさが均
一

に なり. コ ン トラ ス トを求めるのか困

難と在る . 第二 に観察する表面の深度が挽くなるの で . 1 ステ ッ プ当

たりの ス テ
ー ジの変位生か大きすぎ. 日襟の 位tE まで制動するのか

囲発となる, 今後は.
こ れらの 点の改良か必要である,
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